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研究成果概要 
＜ミューオンニュートリノ・反ニュートリノ弁別手法の開発＞ 
GeV 領域のミューオンニュートリノ・反ミューオンニュートリノを統計的に弁別する手

法を引き続き開発し、ミューオンの寿命や崩壊電子数、放出中性子数や二次粒子の運動

学を用いて、多重リング事象を含む大気ニュートリノ 事象に適用できるような拡張を

行った。この手法を SK200 年分の大気ニュートリノ振動シミュレーションに適用して、

将来のハイパーカミオカンデ実験での質量階層性についての感度を調べ、従来の電子ニ

ュートリノのみを用いる場合にくらべ、およそ２割の改善が見込めることがわかった。 
 
＜大気ニュートリノ振動によるニュートリノ非標準相互作用の探索＞ 
大気ニュートリノ３世代振動にニュートリノ非標準相互作用の効果を取り入れた解析コ

ードを開発し、大気ニュートリノシミュレーションデータの解析により、非標準相互作

用のパラメータについて感度の評価を行った。SK での上向きニュートリノを含む大気

ニュートリノデータの解析を進め、学位論文としてまとめる準備を行った。 
 
＜大気ニュートリノフラックスモデルの精密化＞ 
本田により開発されてきた大気ニュートリノフラックス計算プログラムの精密化、高度

化を引き続き行った。本年度は空気シャワー計算の２次粒子を追跡するなど、プログラ

ムの検証と理解を進め、スーパーカミオカンデで公式に使われているフラックスを再現

した。加速器実験によるハドロン生成反応データの成果を取り入れるために、T2K 実験

で行われているような枠組みを導入し、加速器実験データの補完方法について検討を行

った。 
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